
寛政３年（1792）の書状です。為右衛門（太郎吉）
は、天明８年（1788）に松江藩主松平不昧公のお
抱え力士となり、御帳面（宗門人別改帳）に記載

がされたので、大石村にある御帳面から名前を削

除していただきたいとの、父親半右衛門からの申

し出により、大石村名主兼組頭から小諸藩の代官

へその旨伺いをお願いしたものです。

雷電為右衛門関没後 200年 企画展示 第 2弾
本年は雷電為右衛門関没後 200年にあたり、当館所蔵の番付表と手形扇面の写しを企画展示
いたします。併せて、雷電関の錦絵等（複製）を展示しています。

ぶ ん し ょ か ん つ う し ん
東御市文書館

vol. 24号
令和 7年 9月発行

文書館直通 0268‐67‐3312
文化スポーツ振興課 直通 0268‐71‐0670

✉メールアドレス bunshokan＠city.tomi.nagano.jp

雷電為右衛門関は…

見つけられたかなぁ??

雷電為右衛門関 の書簡 文書館展示スペース

市民大学講座 「雷電没後 200年記念講演会①」のお知らせ
雷電為右衛門の没後 200年の節目を記念して生涯と功績を振り返ります。

◆日時 11月 23日（日） 午後１時 30分～午後３時 30分

◆場所 中央公民館２階 講義室

◆講師 唐澤光章氏（雷電顕彰会会長）・堀田雄二氏（元文書館専門員）

◆定員 100名 入場無料 ◆申込期限 11月 17日（月）申込・問／地域づくり支援課 75-5506


